
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

超強化型⽼⼈保健施設 

⽼⼈保健施設 清華苑養⼒センター 
⽣きる⼒を養う施設 
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施設概要 
【開設年⽉⽇】   

平成１０年５⽉１⽇ 
【建物構造】    

鉄筋コンクリート鉄⾻造３階建 
【⼊所定員】    

１００名 
【併設サービス】 
       ショートステイ、訪問リハビリ、通所リハビリ 
【居室】   

１⼈部屋 ４室 
２⼈部屋 ８室 
4 ⼈部屋 ２０室 

【共有設備】  
１階 事務所、ロビー、診察室、機能訓練室、談話室、調理室 
２階 ⼀般浴室、サービスステーション、散髪室、⾷堂、居室 
３階 機械浴室、サービスステーション、⾷堂、居室 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⽼⼈保健施設 
清華苑養⼒センター 

⽼⼈保健施設は、住み慣れた地域や⾃宅で⽣活し続けるため、リハビリ

を継続することにより⼼⾝機能の維持・向上を⽀援していく施設として位

置づけられています。ご本⼈には⾃宅へ帰りたいという思いがあっても、

独居や介護者の⾼齢化・介護の重度化に伴い、ご家族は在宅介護に関して

強い不安を感じ、⾃宅での⽣活は無理だと諦めてしまう現状があることも

確かです。清華苑養⼒センターでは、⾃宅と施設の短期間の往復型の利⽤

を提案するなど、ご家族との連携をより⼀層深め、他職種が協働して在宅

⽀援に取り組んでいます。 

 法⼈のスケールメリットを活かし、ケアハウスやグループホームなどで

介護やリハビリが必要な状態になった場合は、施設間で敏速に調整を図り

ます。在宅復帰後は、通所介護、通所リハビリ、訪問介護、訪問リハビリ等

の在宅介護サービスとも連携を図ります。 

１ 特別養護⽼⼈ホーム ショートステイ 通所介護  
 
２ ケアハウス 
 
３ ⽼⼈保健施設 ショートステイ 訪問リハビリ 
 
４ 通所リハビリテーション 
 
５ ⼩規模多機能型居宅介護 グループホーム 
 
６ 訪問介護 居宅介護⽀援事業所 
 
７ グループホーム 共⽤型認知症対応型通所介護 
 
８ 居宅介護⽀援事業所 ふくし相談センター 
 

１ 

【法⼈内各施設⼀覧】 
 

２ ３ 

４ ５ ６ 

７ ８ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼊所までの流れ 
１ ⼊所のご相談受付 
 
２ ⼊所申込  
  【提出書類】利⽤申込書、情報提供書 
 
３ ⽀援相談員と看護師が訪問し、ご利⽤者・ご家族と⾯接を⾏います。 
 
４ ⼊所判定会議 
 
５ ⼊所判定の結果をご連絡します 
 
６ ご⼊所当⽇ 

職員⼀同が温かくお迎え致します。⼊所当⽇は、当苑医師の診察や看護師との⾯談、 
契約⼿続き等がありますので、ご家族にも来苑頂きます。 

 
７ ご⾃宅訪問 
  ご⾃宅を訪問し、住環境を確認させて頂きます。専⾨職間で情報共有を⾏い、 

具体的な⽬標を⽴ててリハビリ計画を⽴案します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス内容 
リハビリ 
・リハビリは、ご利⽤者の疾病に配慮しつつ、⾝体状況、住宅環境なども考慮しながら、

作業療法⼠、理学療法⼠、⾔語聴覚⼠など専⾨職により実施します。⼊所後３か⽉間
は、週３〜５⽇、１回２０〜４０分の集中的なリハビリを実施します。 

 
 
⾷事 
・管理栄養⼠の献⽴による⾷事を、各階のホールにて１⽇３⾷ご提供します。 
・⾷事開始時間  朝⾷８時、昼⾷１２時、⼣⾷１８時 
 
 
⼊浴 
・浴室は 3 種類（⼀般浴・チェアインバス・特殊浴）があります。 
・⼊浴は、週２回実施します。 
・⼊浴⽇に⼊浴出来なかった⽅には、蒸しタオルでお⾝体を清拭します。 
 
 
各種相談 
・⽇常⽣活に関する様々なご相談に⽀援相談員が応じます。 
・ご家族や関係機関の職員と連携を図り調整します。 
 
 
緊急対応 
・各ベッドにナースコールを設置しています。 
・オンコールにて２４時間職員が対応します。 
・急変時は、施設医師、看護師等と連携を図り対応します。 
 
 
健康管理 
・施設医師が定期的に回診し、健康管理に努めています。 
・協⼒病院や専⾨医への通院を必要に応じて実施しています。 
・外部の⻭科診療所による訪問サービスを受ける事も可能です。 
 
 
⾯会 
・新型コロナ感染対策の為、⾯会⽅法や時間など制限があります。 
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ココロを耕す癒しの時間 

養力センターの園芸療法 

清華苑養⼒センターでは、四季折々、ご利⽤者に⼿によっ
て植えられた花々が中庭を彩ります。⾃然豊かで広⼤な
ランドスケープを活かして園芸療法を実施しています☆�
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清華苑養⼒センターは、病気、けがなどの⼊院治療を終えて病状が安定

しているものの、介護が必要な状態の⽅に、在宅復帰を⽬標として、看護

やリハビリ等と⽇常⽣活上の介護サービスを提供する施設です。 

新規⼊所後３か⽉間は、短期集中リハビリテーションを実施していま

す。この期間では、⾝体的にだけではなく精神的にも⾃⽴し⽇常⽣活を送

るために必要な動作練習やスケジュール管理などの練習を⾏います。 

ご利⽤者の⼼⾝の機能評価に加え⽇常的に環境評価を⾏い、お⼀⼈お⼀

⼈に適した環境を整備し福祉⽤具を導⼊するなど、ご利⽤者が安⼼安全に

⽣活を送っていただけるよう各専⾨職と連携します。 

個別リハビリ以外にも⽣活の場で介護職員や 

看護職員と連携し、⽣活リハビリを積極的に 

⾏い、「⾃⽴⽀援」のためのマネジメントを展 

開しています。 

リハビリテーション 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅復帰⽀援として、まずは⼊所の際にご⾃宅を訪問し、住環境を確認

させて頂きます。専⾨職間で情報共有を⾏い、具体的な⽬標を⽴ててリハ

ビリを実施します。 

退所の際には、実際に在宅復帰が可能か、ご利⽤者と共に⾃宅訪問を⾏

い、ご⾃宅での必要な介護サービス、福祉⽤具、住環境整備などについて

検討します。退所後も問題なく在宅⽣活ができているかなど確認させて頂

いております。当苑併設のショートステイや訪問リハビリ、通所リハビリ

などの在宅介護サービスをご利⽤して頂く事も可能です。 

ご⾃宅だけでなく、ご利⽤者のニーズに合わせて施設利⽤も提案し、地

域の皆様にとって安⼼してご利⽤頂ける施設を⽬指しております。 

「帰る家があるから施設での⽣活も楽しい」そう思っていただけるよう

に、ご利⽤者・ご家族の気持ちに寄り添い、これからの⽣活を⼀緒に考え

ていきます。 

在宅復帰⽀援 

⽼⼈保健施設からご⾃宅へ在宅復帰

ご⾃宅訪問

住環境整備
通所リハビリ
訪問リハビリ

ショートステイ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清華苑のお⾷事 
清華苑養⼒センターでは、「ご利⽤者に安全で、栄養があり、季節感あ

ふれる⾷事の提供」を理念とし、適時適温で衛⽣的・安全な⾷事、地産地

消にこだわり地元直送の⽣鮮⾷品を盛り込んだ⾷事を提供しています。 

清華苑養⼒センターの特徴として、可能な限り国産品にこだわり、旬の

⾷材・天然ダシを使⽤し、素材を活かした調理を⾏っています。 

栄養⾯では、リハビリ部⾨・看護部⾨・介護部⾨と連携し在宅復帰に向

け、個々に必要な栄養の強化を⾏っています。また、ご利⽤者の摂⾷機能

に応じた⾷事形態にすることで⾷べやすい⾷事づくりを⼼がけています。 

⼊所者の約半数以上の⽅に摂⾷や嚥下障害があり、安全な⾷事のための

配慮が必要となっています。⾷べる⼒に合わせた⾷事の提供と、退所後も

安⼼してお⾷事をしていただけるための⽀援を⾏っています。 

❝⾷べることは⽣きること。⽣きることは⾷べつづけること。❞という⾔

葉があります。⾷事は元気の源です。⾷べることが楽しみにつながるよう

に、⽣きていく⼒になるよう 

栄養部スタッフ⼀同、⽇々 

取り組んでいます。 
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ICT の活⽤ 
近年、ＩＣＴやロボットの活⽤が介護の現場でも急速に普及が加速し

ています。ご利⽤者の⾝体状況や⾏動を⼈の感覚のみに頼るのではなく、

ＩＣＴやロボット等で状況を的確に把握し、根拠をもってご利⽤者のケ

アに結び付けることを第⼀に考えています。 

清華苑養⼒センターでは「眠りスキャン」という福祉機器を⼀部のベッ

ドに導⼊しています。この機器をご利⽤者のベッドマットレスの下に設

置すると、ご利⽤者の「睡眠状態」「⼼拍数」「呼吸回数」を別室のモニタ

ー越しに確認する事が出来ます。 

従来は訪室してご利⽤者の状態観察や測定を⾏う必要がありました

が、サービスステーションからモニターを通して観察する事が出来、緊急

時にはアラーム機能が作動する事で異常の早期発⾒に繋げることが可能

です。 

「睡眠」「覚醒」「起き上がり」「離床」と、ご利⽤者の状態を細かくリ

アルタイムに観察が出来ることで、睡眠の妨げにならないように介助す

る時間を変更する事も可能です。ご利⽤者・職員の双⽅にとって⼤変有益

な福祉機器であります。 

ご利⽤者の安全・安⼼を守る為、福祉機器の活⽤をより⼀層進め、ご利

⽤者の⽣活を⽀えるため役⽴てていきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショートステイ 
ショートステイでは、⾷事・⼊浴・排泄など⽣活介護のサービスに加え、

医療管理下のもとリハビリテーションを⾏います。 

医師や看護師、リハビリテーションを⾏う理学療法⼠や作業療法⼠な

どを配置しています。 

⾃宅で介護を続けることは、⾝体的にも精神的にも疲弊し介護疲れを

招いてしまう事があります。ショートステイは、その介護負担を軽減する

「レスパイト」に加え、ご利⽤者⾃⾝も利⽤中にリハビリテーションを実

施出来る事が特徴です。ショートステイを活⽤して、リハビリテーション

で⾝体機能の維持・向上を図り、介護者も⽇々の疲労やストレスを解消す

ることは、在宅介護を続けていくためにも⼤切なことと⾔えます。 

介護者の冠婚葬祭、出張、旅⾏などのご⽤事があれば、ショートステイ

を利⽤する、働きながら介護をされている⽅は、平⽇にショートステイを

利⽤して休⽇は⾃宅にお戻り頂くといった選択も可能です。 

また、⻑期間介護ができない状況となった時に、 

定期的にショートステイを利⽤しながら⽣活に 

慣れて頂くことで施設へスムーズに⼊所しやすい 

メリットもあります。 

 

リハビリが 

出来る︕ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ ⼊所するには準備⾦が必要ですか︖ 
Ａ１ 申し込み時や⼊所時の準備⾦などは、必要ありません。ただし、⼊所判定をする 

際は、⾃⼰負担で主治医による診断書の作成をお願いしております。 
 

Ｑ２ 健康管理の⽅法は︖ 
Ａ２ ⽼⼈保健施設は、施設医師が常駐しており、ご利⽤者の健康管理は、施設医師が

回診⽇（⽉２回）を設けて健康管理に努めています。 
 

Ｑ３ 利⽤料⾦以外にどんな費⽤が必要ですか︖ 
Ａ３ 個⼈的な業者洗濯代（１⽉ ５５５０円税込み）、電気使⽤料⾦（ＴＶ等 １⽇

５０円）、介護⽤品などの実費は⾃⼰負担になります。  
 

Ｑ４ ⼊浴は週何回実施ですか︖ 
Ａ４ ⼊浴は、週２回実施しています。⼊浴⽇に⼊浴出来なかった⽅には、蒸しタオル

で⾝体を清拭させて頂きます。浴室は３種類（⼀般浴・チェアインバス・特殊浴）
があり、お⾝体の状態にあわせた⼊浴⽅法で実施します。 

 

Ｑ５ オムツ代は、いくらですか︖ 
Ａ５ オムツ・パット類の費⽤は利⽤料⾦に含まれています。その為、追加料⾦が発⽣

することはありません。 

 
 

よくある質問 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法⼈ 三幸福祉会の理念 
 【経営理念】 

・利⽤者の皆様とのご縁を⼤切に、利⽤される⽅にとって価値あるサービ 

スを提供します。 

・提供するサービスは、⾃然で⼼暖かいものをめざします。 

・サービスを通して、地域に信頼と安⼼をお届けします。 

 

【運営⽅針】 

・三幸福祉会では、地域の利⽤者の⽅々との出会いを⼤切にし、「ここへ

来れば安⼼だ」と思っていただけるような施設をめざしています。 

  

・私達の提供するのは「⽣きていてよかった」とほんの⼀瞬でも頬を緩め

ていただけるようなサービスです。 

 

・そのサービスは、「ごく当たり前のことをごく当たり前に」提供するこ

とです。 決して「いんぎんな」ものでも、「ぞんざいな」ものでも、「な

れなれしい」ものでもありません。⼀⼈ひとりの職員の⼼暖かい気持ち

を表現したものです。 

 

・利⽤者が困っておられるときには、素速く対応し、利⽤者が希望されな

いことは押しつけません。 その⽅にとっての「普通の⽣活」を実現しよ

うと努⼒し、地域に信頼と安⼼をお届けするのが私達のサービスです 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MAP 

⽼⼈保健施設 清華苑養⼒センター 
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TEL 078-934-0070 
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